
こ
…
…
…
と
じ
て
お
く
と
便
利
で
す
…
…
…
↑

広報ひゆうが臨

攣
沸
．
．

げ
￥

》
糺
．
愚

建
鞍
悔

ψ
擁

　
　
　
ザ
“

　
　
嚇
ふ

．
、
〆
ぎ

　　㌃＿屯　　春
～
〃

　
シ
ー
ン
…
静
ま
り
か
え
っ
た
山
深
い
谷
あ
い
に
動
力
チ

ェ
ン
ソ
ー
の
音
が
ひ
び
き
わ
た
る
…
椎
茸
の
原
木
を
切
る

音
だ
。
い
ま
農
山
村
に
あ
っ
て
は
農
林
業
後
継
者
問
題
、
過

疎
問
題
な
ど
で
年
々
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
黒
木
義
光
さ

ん
（
美
々
津
町
田
の
原
ほ
2
2
）
は
、
昭
和
四
十
三
年
に
県

立
高
鍋
農
業
高
校
を
卒
業
、
い
ま
椎
茸
栽
培
と
和
牛
子
牛

生
産
を
し
て
い
る
。
椎
茸
栽
培
の
話
に
な
る
と
「
乱
伐
の

影
響
で
椎
茸
の
原
木
で
あ
る
く
ぬ
ぎ
の
木
は
年
々
少
な
く

な
る
ば
か
り
で
す
…
。
こ
れ
か
ら
先
は
県
外
か
ら
原
木
を

　
　
　
毅
、

き
／

取
り
寄
せ
て
栽
培
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
で
し
ょ

う
…
。
」
と
語
る
義
光
さ
ん
。

　
将
来
は
、
和
牛
を
も
つ
と
ふ
や
し
子
牛
生
産
に
も
力
を

入
れ
る
一
方
、
椎
茸
が
一
年
中
生
産
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
か
…
。
彼
は
現
在
、
市
青
協
事
務
局
艮
を
つ

と
め
て
い
る
。
　
「
趣
味
で
す
か
…
趣
味
と
い
っ
て
別
に
あ

り
ま
せ
ん
が
青
年
団
活
動
を
通
じ
て
お
互
い
の
悩
み
な
ど

を
語
り
合
う
こ
と
ぐ
ら
い
で
す
ネ
…
」
と
ま
じ
め
に
語
る

好
青
年
で
あ
る
。

　
　
　
礪

唖

～
煮

今月の主な内容

2面・3面…急ピッチの公共事業

　　　　　衆議院議員選挙の投票率

　　　　　カーフェリー防災訓練
4面・5面…歳末防犯特築

6面・7面…優良従莞員表彰きて

　　　　　70歳以一ヒは医療賓が

　　　　　料になります、

　　　　　括題を追って

8面・…　　　おしらせ

．
ン
甲
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学
校
、
道
路
、
下
水
道
、
土
地
区
画
整
理
、
大
王
谷
な

ど
今
年
も
日
向
市
の
公
共
事
業
は
大
い
そ
が
し
。
こ
れ

ら
の
本
年
度
事
業
総
額
は
十
二
億
七
千
六
百
万
円
。
本

年
度
一
般
会
計
予
算
に
し
め
る
割
合
は
四
十
響
人
口
の

増
加
、
都
市
化
に
よ
り
事
業
は
ふ
え
る
ば
か
り
、
ま
た

来
年
度
も
新
し
い
都
市
、
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
環
境
の
整
備
度
は
文
化

都
市
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。
師
走

の
空
に
ひ
び
く
槌
の
音
を
お
っ
て
急
が
れ
る
建
築
や
工

事
現
場
を
写
真
で
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
学
校
は
、
塩
見
小
学
校
と
開
発

が
す
す
ん
で
い
る
大
王
谷
に
設
置
さ
れ

る
小
学
校
の
新
築
工
事
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
学
校
も
鉄
筋
三
階

建
て
で
、
市
内
の
小
学
校
で
三
階
建
の

校
舎
は
こ
れ
が
は
じ
め
て
。
二
草
分
の

工
費
は
土
地
造
成
費
も
含
め
て
二
億
一

千
四
百
万
円
、
教
育
施
設
は
学
校
の
ほ

建
設
中
の
塩
見
小
学
校

か
に
勤
労
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
南
側
に
武
道
館
が
作
ら
れ
て
い
ま

す
。　
完
成
は
来
年
三
月
。
日
本
古
来
の
武

道
鍛
錬
の
場
と
し
て
施
設
が
で
き
る
と

い
う
の
は
県
下
で
は
じ
め
て
。
鉄
筋
二

階
建
、
二
千
五
百
万
円
。
美
々
津
公
民
館

は
美
々
津
県
庁
あ
と
に
建
設
が
い
そ
が

れ
て
い
ま
す
。

轟
蜜

匙
驚
嚇
、
鷺
毒
華

　
議
踊
、
織
擦

鯉
燕

飼バ

鮮

籔
u

　
都
市
下
水
路
事
業
は
欧
米
先
進
国
に

比
べ
て
わ
が
国
は
特
に
お
く
れ
が
め
だ

っ
て
い
ま
す
、
日
向
市
の
下
水
路
布

設
状
況
も
今
後
に
ま
た
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
道
路
整
備
事
業
は
今
日
の
自
動
車
時

代
に
早
期
整
備
を
一
番
．
さ
け
ば
れ
る
事

業
。
ま
た
道
路
は
ま
ち
を
整
然
と
区
画

す
る
た
め
の
基
本
で
も
あ
り
ま
す
。
市

道
の
舗
装
率
は
五
十
響
を
こ
え
ま
し
た

が
ま
だ
ま
だ
相
当
額
の
予
算
を
つ
ぎ
こ

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
街
地
で

の
本
年
度
事
業
は
保
健
所
前
通
り
の
整

備
事
業
や
富
島
高
等
学
校
東
側
か
ら
臨

海
工
業
地
帯
に
通
じ
る
亀
崎
の
道
路
な

ど
が
あ
り
ま
す
．
土
地
区
画
整
理
事
業

内
の
道
路
づ
く
り
も
急
が
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
農
道
や
林
道
そ
れ
に
部

　
上
の
写
真
は
年
次
計
画
で
建
設
さ
れ

て
い
る
磁
の
山
．
の
住
宅
。
五
階
建
、

二
棟
、
入
居
世
帯
数
六
十
世
帯
。
年
度

末
に
｛
元
戒
・
し
↓
孟
卍
イ
っ

μ
爵

（下水管の布設）

千
九
百
二
十
万
円
。
す
で
に
新
町
の

部
地
区
で
下
水
路
の
利
用
が
き
れ
て
い

ま
す
が
そ
の
終
末
処
理
場
が
今
年
秘
中

に
塩
見
大
橋
東
側
に
建
設
き
れ
ま
す
．

二
道
な
ど
の
整
備
な
ど
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
市
で
は
こ
れ
ら
の
遭
路
整
備

の
た
め
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ー
ワ
ン
ト
工
場

を
財
光
寺
に
つ
く
り
、
道
路
整
備
や
補

修
の
需
用
に
応
じ
る
態
勢
を
・
二
・
、
⊃
え

ま
し
た
、

　
　
エ
事
中
の
亀
崎
道
路

本
年
度
実
施

き
れ
て
い
る

．
の
は
鶴
町
の

一
蔀
、
二
千

八
百
力
円
。

管
渠
延
長
二

百
十
一
．
、
こ

の
事
業
は
昭

和
四
＋
二
色

慶
よ
り
継
続

し
て
行
な
わ

浴
て
い
る
・
も

、
〃
で
、
事
業

訟
抄
韻
　
億
六

　
　
　
　
↓

　
土
地
区
画
整
理
事
業
は
東
部
第
二
や

曾
根
地
区
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
、
曾

根
地
区
で
は
道
路
が
碁
ば
ん
の
め
の
よ

う
に
で
き
、
家
屋
の
移
転
作
業
が
あ
ち

こ
ち
で
み
ら
れ
ま
す
．
．
大
王
谷
開
発
事

業
は
用
地
造
成
と
運
動
公
園
づ
く
り
が

す
す
め
ら
れ
、
約
六
千
万
円
か
け
て
野

球
場
な
ど
が
っ
く
ら
れ
て
い
ま
す
．

清
掃
施
設
は
一
日
八
十
キ
ロ
烈
．
の
処
理
能

力
（
七
万
人
分
を
処
理
す
る
）
を
も
つ

し
尿
処
理
場
が
来
年
早
期
完
成
を
め
ぎ

し
て
建
没
き
れ
て
い
ま
す
．
、

撚

轄

、
羅馨

大
王
谷
の
工
事
現
場

定例市議会
・｝．　，雫　＿‘

い案日
ナ’・「’i＝，「気

｝　7－　」

｛つの
・一． A．∴

　　7【＝

　ロあ　ヒ
　．新す

　年が

　
叡
年
最
終
、
W
↑
∴
一
月
定
例

市
議
会
が
十
二
日
招
集
さ
れ

ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案

ほ
、
条
例
が
四
件
、
予
算
．
、
四

補
正
…
案
俘
が
一
般
会
計
、
各

特
別
会
計
へ
件
、
そ
．
の
ほ
か

囲H

J
．
の
／
「
卦
山
十
六
件
、
　
二
卜
－

　
　
　
　
　
　
　
護
決
さ
れ

ら
い
て
は
新
年
号
で
お
矧
ら

｝
｛
」
’
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∴
ん
に
行
な
わ
れ
顕
衆
議
院
議
員
選
挙

の
本
市
の
投
票
率
は
、
七
十
九
、
二
〇

パ
ー
セ
ン
ト
で
四
十
二
年
と
四
十
四
年

に
行
な
わ
れ
た
同
選
挙
の
投
票
率
を

○
、
〇
九
パ
ー
セ
ニ
ト
か
ら
四
、
九
六

パ
ー
セ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
市
内
の
庄
手
、
本
谷
、
田

の
原
、
高
松
、
秋
留
、
西
川
内
、
飯

谷
、
奥
野
な
ど
有
権
者
の
少
な
い
投
票

所
は
八
十
五
パ
…
セ
ン
ト
を
越
え
る
す

ば
ら
し
い
投
票
率
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
投
票
率
が
高
か
っ
た
の

は
、
有
権
者
ひ
と
り
ひ
と
り
の
選
挙
に

対
す
る
関
心
と
自
覚
が
大
き
か
っ
た
た

め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
市
内
各
投
票
所
の
投
票
率
は
、
つ
y
、
－

の
表
の
と
お
り
で
す
。

ワ

蝉
擁

｝
－
、
．

　　　　｝

臨

書
懲

　
－
葺
羅
、
招

～
、
拳
猛
霧

参
鰍

購
畿

茗＝て］警薄月瀦露投悪投彗
市役所玄関ホール33，911

正念寺保育」園　　　　　1，鋒4，1＿t要略1＿1φ蚤2

下原町公民館…2，4081’ Q，407；1，876L．Z7壷4．

江良公民館12，426　2，426．」，9181一η」0を

　　　3，910i　29441　75。29

1，354

曾根公民館12，280　2！2団．1，861i一一釦重2一

細島公民館11，324　1■524！　g97＿石壁

細島支所跡1　835　8351．　634L－Z5．93一

細島保育所11，146　1，146　891…7乙75一

畑浦公民館1　751　751：　610…81．23．

亀崎公民館「1薦1薦；」．40ベラ9774

梶木公民館1　菟2．　4991　435184．77

庄手公民館L387－　38Zj　341　L鎚・11一

醤隷器已一lll：一．｛緊緊羅針雛

塩見小学校L－！，3ユ旦こi，31旦i　1，QZ3－1一一昌ユ，即

　　　　　　　　　　　　　　　　　　…二二騒「轟；3二二。ll；il霧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1切島山公民館一2墨．2，684．2，0881Z7・理

i秋留公民館：一一堕．　520　276［一§6．2を
1美砂公民館讐．一一．557－1　557　460Lβ2．59

1南日向公民館　　1・085　1，083　　880181．2φ

i．鵜毛分校　387一一孟里　522一．昌麹匹

：幸脇公民館一著璽L　　　　　　　　　．6q1　　　　49ξi一　．82．03

i粟谷公醐一2F．一・4之．」2・．陣必

i妾讐縫票一二黒影．一慧i一難

；百1松公民館　5991599面隠6認
届の原公民館一一一137に一13乙一一．一面i：ε6壷

3余瀬公民館．　104i　104　　81　i　77．88

1　　　　　言卜　　　　　　　53，006　133，001　．26，136　1　79．20

一投票所名
1

2

3
　
」
4

5

6
　
7
　
8

9

10

1
1

12i新手公民館1
13i本谷公民館…
141西川内公民館：

15：塩見小学校…

161奥野公民館
　　　
17　i五十猛神社社務所

18　1切島山公民館

1gi秋留公民館：
羽δ「’美砂公民館讐

211南日向公民館

22！鵜毛分校
231幸脇公民館
24i飯谷公民館

251立縫公民館

261美々津支所
271高松公民館
．＿＿1＿
28　｛田の原公民館

293余瀬公民館．

　1　　計

海
の
特
急

「
カ
ー
フ
ェ
リ
ー

防

　
日
本
力
…
「
・
エ
リ
ー
K
K
の
［
．
ふ
え

に
つ
ノ
＼
♪
，
」
　
（
六
千
．
、
ジ
、
　
乗
組
員
言
上
i

名
、
乗
客
千
名
、
吏
・
両
八
十
台
積
載
）

は
、
十
一
月
二
十
一
日
十
二
時
三
十
分

細
島
港
を
出
て
、
川
崎
市
向
け
航
行
中

十
三
時
ご
ろ
細
島
港
外
び
ろ
う
島
南
東

約
三
海
里
の
海
上
に
わ
い
て
、
南
日
中

の
大
型
貨
物
船
と
衝
突
、
こ
の
た
め
車

両
甲
板
に
稽
適
中
の
乗
用
車
が
ら
出

火
、
目
下
船
内
消
火
作
業
中
で
あ
る

が
、
し
だ
い
に
火
勢
は
強
ま
り
つ
つ
あ

る
、
」

　
大
型
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
時
代
が
到
来
し

て
、
海
上
輸
送
の
近
代
化
が
脚
光
を
あ

び
て
き
た
．

　
日
向
と
首
都
圏
、
関
西
経
済
園
を
直

接
結
ぶ
便
は
毎
日
就
航
、
広
島
を
結
ぶ

航
路
も
開
か
れ
る
と
い
う
。

　
災
害
は
、
事
故
は
い
つ
わ
こ
る
か
わ

か
ら
（
1
5
い
、
カ
ー
－
フ
ェ
リ
ー
の
事
故
と

な
る
と
陸
上
の
事
故
と
問
題
が
ち
が
う

県
、
海
上
保
安
部
、
航
空
自
衛
隊
、
日

本
力
：
フ
ェ
リ
ー
な
ど
関
係
機
関
は
海

の
事
故
を
想
定
し
て
、
大
が
か
り
な
訓

練
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
出
動
船
艇
「
さ
つ
ま
」
、
　
「
、
こ
し

き
」
な
ど
六
隻
、
航
空
機
一
、
人
員
は

想
定
船
の
仮
装
乗
客
百
人
、
救
助
隊
職

員
は
、
本
部
職
員
、
医
療
班
員
、
救
助

班
員
な
ど
百
五
十
人
、
車
両
は
救
急
車

白

房

訓
練

五
A
口
そ
の
他
十
一
九
ム
ロ
、
陸
海
空
の
近
代
「

的
機
動
力
や
救
助
用
機
材
を
総
動
員
し

て
、
実
戦
き
な
が
ら
の
き
び
し
い
訓
練

が
寒
風
の
す
ふ
・
、
ぶ
な
か
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
、

　
「
大
王
谷
小
学
校
」
と
き
ま
る

　
十
一
月
の
広
報
「
ひ
ゆ
う
が
」
で
募

集
し
た
、
大
王
谷
に
建
設
中
の
小
学
校

の
校
名
が
決
ま
り
ま
し
た
、
　
「
日
向
市

立
大
王
谷
小
学
校
」
。
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
い
た
だ
い
た
ハ
ガ
キ
は
百
一
通
。

一
大
王
谷
」
　
「
大
王
」
が
圧
倒
的
に
多

く
、
十
二
月
十
三
日
教
育
委
員
会
の
会

議
で
、
　
「
大
王
谷
」
と
、
き
ま
っ
た
も

の
で
す
。
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歳
末
防
犯
で

明
る
い
新
年
を
む
か
え
よ
う

　
こ
と
し
3
。
の
こ
り
す
く
な
く
な
り
、
あ
わ
た
だ
し
い
年
末
を
迎
え
ま
し
た
、
年
末
に
な

り
ま
す
と
人
の
心
も
な
ん
と
な
く
落
ち
着
き
が
な
く
な
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
犯
罪
や
事

故
が
お
こ
り
が
ち
に
な
り
ま
す
、
な
か
で
も
「
あ
き
巣
」
、
　
「
事
務
所
荒
し
」
、
　
「
ひ
っ

た
く
り
」
な
ど
の
盗
難
事
件
や
少
年
の
非
行
、
交
通
事
故
、
火
災
な
ど
は
こ
の
時
期
に
多
く

な
り
・
ま
す
。
市
民
の
み
な
き
ん
さ
ゾ
目
宅
や
職
場
の
自
衛
防
犯
と
交
通
安
全
に
心
が
け
、
楽
し

い
明
る
い
新
年
を
迎
え
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
よ
う
。

硬
§
救
§
、
藁
蕪
§
M
§
§
§
ミ
蓬
、
ミ
N
§
典
緊
§
ミ
疑
妻
ミ
ミ
誌
ミ
葺
ミ
ミ
疑
ミ
逼
§
、
ミ
§
ミ
N
ミ
疑
ミ
§
葭
疑
“
M
ミ
M
ミ
ミ
ミ
ミ
疑
N
ミ
N
§
、
多
分
髪
頭
ミ
刻
刻
ミ
ミ
堪
能
§
ミ
ミ
N
M
ミ
ミ
ミ
ミ
N
ミ
緊
糞
回
ミ
ミ
ミ
巽
N
ミ
蓬
蓬
§
典
奪
錠
§
§
蕪
回
§
§
N
ミ
奪
§

r
・
）
盗
難
の
防
止

ω
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
ち
よ
’

　
と
の
間
で
も
必
ず
カ
ギ
を
か
け
、
隣

　
近
所
に
も
ひ
と
声
か
け
て
よ
く
た
・
、
〃

　
ん
で
お
き
ま
し
よ
う
。

②
大
金
や
日
常
不
用
な
現
金
は
、
家
に

　
お
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
．

㈲
銀
行
、
郵
便
局
、
農
協
な
ど
金
融
機

　
関
か
ら
多
額
の
現
金
を
う
け
と
る
と

　
き
は
、
二
女
子
や
老
人
を
き
け
、
男

　
が
行
く
よ
う
に
し
、
自
家
用
車
か
々

　
－
7
シ
ー
を
利
用
し
ま
し
よ
う
。

ω
大
金
を
持
つ
た
ら
、
寄
り
道
を
せ
ず

　
早
く
家
に
帰
り
ま
し
よ
う
．

㈲
夜
、
寝
る
前
に
は
、
も
う
｝
度
戸
継

　
り
を
確
め
る
と
と
も
に
、
家
屋
敷
の

　
周
囲
を
界
ま
わ
り
ま
し
よ
う
。

翫

ノ

レ
λ
．
汽
ヒ
分
5
イ
．
・
・
，
、
、

；
一
　
　
　
　
　
　
一
L

㈲
混
雑
す
る
場
所
で
押
し
て
く
る
者
に

　
は
特
に
用
心
し
ま
し
よ
う
。

紛
バ
ス
や
列
車
を
利
用
す
る
・
二
き
は
、

　
飛
降
時
の
混
み
合
う
と
㌧
・
・
に
特
に
旧

　
・
じ
し
ま
し
よ
う
り

V

㈲
泣
き
寝
入
り
は
、
暴
力
団
や
不
良
を

　
ま
す
ま
す
の
さ
ば
ら
せ
ま
す
、

ω
女
性
は
、
夜
の
暗
い
道
や
昼
で
も
さ

　
び
し
い
道
は
避
け
一
．
明
る
い
人
通
ジ

　
の
多
い
道
を
選
び
ま
し
よ
う
、
．

㈲
知
ら
な
い
人
か
ら
誘
わ
れ
て
も
、
不

　
知
の
自
動
車
に
は
絶
対
乗
ら
な
い
よ

　
う
に
し
ま
し
よ
う
。

㈲
大
金
を
持
つ
た
人
が
、
夜
、
自
転

　
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
な
冒
こ
と
す
れ
違
う

　
と
き
は
、
桝
、
ど
，
た
く
り
を
き
ナ
る
た

　
↓
の
間
剛
隔
乃
謡
こ
汽
ソ
ヰ
貸
し
よ
．
つ
し

・
ス
リ
の
被
害
防
止

ω
人
ご
み
の
中
で
は
、
あ
な
た
の
そ
ぼ

　
に
も
ス
リ
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘

　
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
や
カ
バ
ン
な
ど
は
、

　
か
か
え
二
む
よ
う
に
し
て
持
ち
、
セ

　
え
ず
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
、

㈹
人
の
混
み
含
う
と
こ
ろ
で
は
、
余
分

　
へ
犠
勲
現
A
正
一
－
け
前
付
ハ
し
（
与
い
し
ょ
，
り
一
一
一
し
、
　
ゐ
－

　
む
を
え
メ
，
持
つ
場
ム
ロ
は
伺
目
ヵ
所
か
に

　
分
け
て
持
つ
な
ど
、
待
ち
物
に
は
、

　
じ
の
う
ぶ
ん
注
意
し
ま
し
よ
う
。

ω
現
金
や
貴
重
品
は
、
外
、
ポ
ケ
ッ
ト
な

　
｝
．
；
一
入
れ
な
い
よ
う
に
し
、
2
～
3

　
4
ノ
一
一
㌧
り
噛
「
、
壱
眉
こ
．
．
｝
い
噛
二
甲
一
叩
つ
二
一
し

　
三
・
、
、
ド
一
、
｝
つ
㍉
」
．
三
、
’
レ
」
、
－
つ
．

　
　
ゾ
　
r
　
　
げ
r

＼
　
一
．

9
／知γノ．，、’∫

＼
境
ミ
ー

◎
暴
力
の
追
放

仙
乱
暴
を
ン
、
・
、
1
て
溶
、
卜
．
．
を
愛
2
た
場
ム
ビ

　
や
、
e
．
，
人
が
被
害
を
受
け
て
い
る
、
一

　
を
．
・
三
日
剃
含
は
、
労
気
ル
～
・
．
つ
て
す

　
八
・
㎝
一
〇
番
へ
這
遵
い
し
三
し
し
へ
・
つ

価
棊
秀
旨
、
や
ボ
良
、
」
－
㌧
ろ
註
い
が
へ
∵
．
を

　
つ
O
「
ら
、
累
ト
い
ッ
、
声
を
か
旨
ろ
下
た

　
揚
台
は
、
は
っ
き
㍉
し
セ
聞
物
を
・
二

　
　
肩
ン
．
こ
了
∫
『
一
ろ
ハ
、
へ
、
、
－
■
・
、
・
r
ノ
ニ
r
’

　
ド
、
　
’
ゴ
」

…、

寳
d
則
桓
㍗
…
」

…
　
　
聞
い
た
ら
す
ぐ
　
　
　
…

…
　
＝
・
番
へ
…

勢
〆

型◎

番
　へ3．

蓼、＼
　
　
〆

　　

^
払

　
　
　
　
　
ム

　
ア
デ鰐

昭和47年12月号

◎
少
年
の
非
行
防
止

ω
少
年
と
の
話
し
合
い
の
機
会
を
よ
り

　
多
く
・
も
っ
て
、
冬
休
み
を
計
画
的
に

　
過
ご
し
ま
し
よ
う
、

②
飲
酒
、
｛
喫
煙
、
シ
ン
ナ
ー
牌
寺
の
危
険

　
性
や
こ
づ
か
い
銭
な
ど
の
正
し
い
使

　
い
方
を
教
え
、
む
だ
使
い
を
な
く
し

　
ま
し
よ
う
。

㈹
外
出
す
る
と
き
は
、
行
先
、
目
的
、

　
帰
宅
時
間
を
家
族
に
話
し
、
こ
れ
を

　
守
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

ω
子
ど
も
の
待
ち
物
に
注
意
し
、
派
手

　
な
服
装
は
つ
つ
し
み
、
少
年
に
ふ
き

　
わ
し
い
も
の
を
着
用
さ
せ
る
よ
う
に

　
し
ま
し
よ
う
。

㈲
シ
ン
ナ
ー
、
ボ
ン
ド
な
ど
を
摂
取
、

　
吸
入
し
た
り
、
そ
の
目
的
で
持
っ
て

　
い
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

⑥
少
年
の
出
入
り
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

　
パ
チ
ン
コ
店
や
、
不
良
の
た
ま
り
場

　
に
な
っ
て
い
る
喫
茶
店
、
飲
食
店
に

　
は
絶
対
行
か
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

　
よ
う
。

‘
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＼
．蕊

ノ

繋
！

∬

◎　●

一

’

健老かK育て．わ桝手その友も

冒

　
ご
、
∴
？
い
み

餓
噂
、
　
℃
拠
み
℃

讐
．
’
、
認

◎
交
通
事
故
防
止

▽
運
転
す
る
人
に

ω
酒
を
飲
ん
で
か
ら
の
運
転
は
絶
対
に

　
や
め
、
ま
わ
り
の
人
も
運
転
者
に
は

　
酒
を
す
す
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

　
う
。

㈲
忙
し
く
て
も
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す
y
・
－

　
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
よ
う
、

㈹
無
理
な
追
越
し
、
割
込
み
、
追
い
諏

　
き
、
信
号
無
視
は
事
故
の
ヌ
・
・
と
、
安

　
金
運
転
を
守
り
ま
し
よ
う
。

▽
歩
行
者
に

ω
歩
行
者
が
交
通
事
故
に
あ
う
の
は
道

　
路
を
横
断
す
る
と
き
が
ほ
と
ん
ど
で

　
す
。
横
断
す
る
と
き
は
、
左
右
を
よ

　
く
見
て
、
手
を
あ
げ
て
車
が
止
ま
る

　
の
を
た
し
か
め
て
か
ら
渡
り
ま
し
よ

　
．
つ
。

②
道
路
は
右
側
を
正
し
く
歩
き
、
子
ど

　
も
つ
れ
の
か
た
は
お
子
さ
ん
を
右
側

　
に
し
て
、
手
を
し
っ
か
り
に
ぎ
っ
て

◎
火
災
事
故
防
止

　
申
少
し
ぐ
ま
へ
，
し
ト
a

　
層
つ
．

の
走
’
、
て
、
、
る

　
ま
は
、
庄
」
．
、

　
ろ
・
つ
レ
r
し
で

　
こ
・
u
す
み
・
に
は

　
止
ま
ひ
ま
七

　
ん
　
止
ま
る

　
距
離
は
、
”
、

　
ヒ
ー
ド
、
」
二
、
一
八

　
’
、
て
逢
い
レ
’
＼

　
山
凋
』
　
い
一
．
、
ニ
　
ド

　
「
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
ピ

　
箆
離
に
注
意

　
†
し
・
づ
腿
！
）
よ

　
一
つ
．

　
こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
一
番
手
“
火

の
多
く
な
る
季
節
で
す
。
空
気
が
乾
重

し
て
い
る
う
え
に
寒
き
が
厳
し
く
な
』
、

ま
す
の
で
暖
房
器
具
な
ど
の
使
用
で
出

火
の
機
会
が
一
段
と
多
く
な
・
．
・
ま
∵

　
そ
の
う
え
に
筆
末
、
年
始
の
忙
し
｝
・
、

か
ら
火
こ
対
－
す
る
注
意
が
薄
れ
る
な
ど

一
7
べ
洋
が
重
な
r
、
て
、
火
災
、
．
n
い
ち
ぢ

る
し
一
省
鵬
し
ま
す
。
大
事
を
お
こ
し

て
か
ら
後
悔
し
な
い
よ
う
、
火
災
に
瞬
、

す
る
日
頃
の
心
が
け
を
充
分
に
し
て
お

、
き
，
よ
し
ょ
一
つ
、
．

▽
燃
焼
器
具
の
安
全
な
藪
扱
い
の
励
行

り

翼
ノへ

誘

㌃．注歌目是

、＝意投房

」しい霧
　馳レ　　噛一　　口
　r　　　　　　　口

　グ

／雲／霧

戸、
_
、

「づへ

　　＼、

　こ．
ラ　　　　ゑ

ガ／）・

キナ・
、　　　d㌧

曽｝｝　　㌔戸

〆＿　L＿
ヘ　　　マ

り　二

大が
変

越㌧∂
／侃 _ぐ＼＼払

　．べ
所ふ
ミ1・・！＼

ω
石
、
璃
ス
・
㌦
…
ブ
、
ガ
ス
『
、
－
、
：
フ
、

　
石
泊
コ
・
二
二
》
ど
は
、
説
門
暫
に
よ

　
r
・
’
、
家
族
全
ρ
貝
が
使
い
か
に
を
よ
（

　
知
る
こ
と
．

ω
使
用
す
る
場
匹
は
安
全
な
と
二
う
て

　
あ
る
こ
と
」

働
駐
火
後
、
燃
え
か
た
が
安
定
す
る
ま

　
で
よ
く
注
意
す
る
こ
と
．

ω
持
ち
運
び
は
、
消
し
て
’
，
・
ら
掃
な
う

　
こ
ン
「
．

㈲
使
用
後
は
、
完
全
に
消
火
を
パ
が
ゐ

　
　
　
　
　
つ
⇔
こ
、
こ
．

，
・
　
　
㈲
器
具
は
・
い
？
ξ

　
　
　
　
　
　
　
引
帳
い
壇
ト
㍗
し
、
　
燃
焼
出
Ψ

　
　
、
　
　
　
　
．
エ
給
油
し
な
い
こ

コ
こ

▽
子
ど
も
の
火
遊
び
は

　
さ
せ
な
い
よ
う
に

D
マ
ツ
手
、
ろ
ノ
ー
セ
ー

　
な
ど
は
、
小
さ
い
子

　
ど
も
の
手
の
と
ど
か

　
な
い
場
所
に
保
管
す

　
η
Q
ア
」
レ
一
「
．

e
子
ど
も
だ
け
の
た
き

　
火
は
絶
対
き
せ
な
い

　
こ
†
二
，
．

　
季重鳶

職
樋
駄

磨
琴
（

　
い
こ
い
・
べ
今
牢
…
」
あ
と
わ
ず
か
・
二
杁
、

・
．
，
レ
、
へ
し
た
　
日
が
宥
（
、
日
ご
と
に
寒

・〉

焉
A
が
榔
わ
っ
て
・
．
、
－
ま
」
「
㌔

　
家
の
中
で
は
火
の
気
が
恋
し
一
、
野

外
副
景
色
は
わ
紹
、
）
し
さ
を
ま
し
て
、
あ

わ
た
だ
し
い
・
．
以
末
の
気
分
が
尤
だ
．
う

て
｝
・
」
ま
す
」

　
冬
”
朝
よ
、
ヒ
鰻
、
・
へ
時
に
な
2
、

当
・
、
ま
ぜ
夜
の
寒
｝
・
、
が
残
っ
て
い
て
、

野
や
畑
に
　
面
に
深
い
霜
が
降
り
て
、

通
り
す
が
り
、
〃
人
昭
は
（
息
が
真
つ
白

に
『
冗
え
ま
す
一

　
菅
当
り
手
お
け
四
水
が
凍
っ
て
い
た

「
、
前
の
晩
、
戸
だ
な
に
入
れ
て
お
い

た
煮
魚
の
煮
汁
が
煮
二
ど
ツ
に
な
つ
一
、

、
　
　
－
曽
ー
ノ
し

｝
㌔
｝
’
一
，

　
寒
さ
は
こ
れ
か
ら
・
訊
だ
加
わ
5
ま
し

よ
う
が
、
い
い
お
年
を
迎
え
る
た
め
に

が
ん
ぼ
レ
ま
し
よ
う
、

　
十
二
月
と
い
っ
て
・
も
、
こ
の
ご
ろ
は

落
語
や
講
談
に
出
て
く
る
よ
う
な
緊
迫

感
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
、
町
の
商
店

街
で
は
、
ゴ
，
う
ム
「
月
に
は
い
る
前
か
ら

↓
つ
お
ほ
え
の
ジ
ン
グ
ゥ
ヘ
ル
を
庖
籾
ら

し
て
購
売
欲
を
あ
お
り
立
て
♂
、
い
ま
す

が
、
若
い
人
た
ち
は
む
し
ろ
年
末
か
ら

年
始
に
か
け
て
の
連
休
を
ど
う
過
ご
そ

う
か
と
い
っ
た
計
画
や
、
ご
家
庭
で
・
も

ボ
・
i
ナ
ス
の
胸
算
用
や
、
お
買
物
の
計

画
を
お
立
て
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
c
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優
良
従
業
員
を
表
彰

1
；
一
あ
わ
せ
て
新
卒
者
も
激
励

　
昭
和
四
十
七
年
度
の
優
良
従
業
員
表

彰
式
と
、
あ
わ
せ
て
こ
と
し
の
春
学
校

を
卒
業
し
て
市
内
の
事
業
所
に
就
職
し

た
人
た
ち
を
激
ま
す
「
新
卒
就
職
者
激

励
大
会
」
が
去
る
十
一
月
二
十
三
日

（
勤
労
感
謝
の
日
）
日
向
市
役
所
大
会

議
室
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
式
と
激
励
大
会
は
、
市
内

の
申
小
企
業
で
働
ら
く
人
た
ち
の
勤
労

意
欲
の
高
揚
と
地
元
企
業
へ
の
定
着
性

を
高
め
る
た
め
毎
年
行
な
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

　
な
お
、
優
良
従
業
員
と
し
て
表
彰
き

れ
た
か
た
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
薄
田
和
繁
（
大
橋
鉄
工
所
）
、
佐
原

重
男
（
古
本
林
業
）
、
児
玉
文
子
（
田

長
物
産
）
、
津
下
典
子
（
安
藤
公
認
会

計
士
事
務
所
）
、
原
田
富
子
（
黒
木
商

会
）
、
山
田
正
子
（
日
向
市
専
門
店

会
）
、
佐
藤
正
次
（
江
川
石
油
店
）
、

松
本
竹
男
（
熱
田
木
材
）
、
日
高
懸
皿

（
同
）
、
森
岡
好
文
（
遠
藤
建
設
）
、

中
越
明
良
（
さ
さ
き
酒
店
）
、
萩
原
信

夫
（
近
藤
鉄
工
所
）
、
本
部
泉
「
　
（
清

水
木
材
工
業
）
、
高
沢
常
雄
（
同
）
、

吉
田
ツ
ネ
子
（
同
）
、
河
野
道
男
（
木

村
工
務
店
）
、
山
崎
悟
（
黒
田
林
業
）

大
城
松
已
（
同
）
、
那
須
忠
（
宮
崎
相

互
銀
行
）
、
田
中
儀
一
　
（
南
日
本
ハ

ム
）
、
．
栗
山
実
（
同
）
、
甲
佐
久
美
子

（
同
）
、
㎝
洛
A
ロ
カ
ウ
エ
　
（
同
）
、
肖
＋
田

津
助
市
（
国
栄
産
業
）
、
富
出
セ
イ
子

（
同
）
、
菅
嘉
輝
（
吉
原
建
設
）
、
米

良
カ
ヅ
子
（
富
高
薬
局
）
、
黒
木
と
し

子
（
這
工
社
）
、
一
一
．
浦
和
子
三
崎
銀

行
）
、
小
橋
寿
（
同
）
、
東
ス
エ
ノ
（

三
股
病
院
）
、
黒
木
み
ど
り
（
同
）
、

ヒ
山
繁
義
（
三
冠
工
務
店
）
、
馬
込
博

（
同
）
、
橋
…
、
ロ
ゼ
ン
（
同
）
、
米
　
由
民
光

（
同
）
、
佐
藤
ゴ
．
樹
（
藤
屋
写
真
印

刷
）
松
木
正
行
（
林
水
道
土
木
）
、
椎

葉
久
雄
（
椎
葉
木
材
店
M
、
中
村
｝
飢

と
約
五
円
に
な
り
ま
す
．

※
時
価
い
っ
ぱ
い
に
加
入
を

　
五
十
口
（
五
百
万
円
）
を
限
度
と
し

て
加
入
で
き
、
掛
金
を
納
め
た
日
の
午

（
同
）
、
富
倉
博
美
（
同
）
、
黒
木
紀

美
子
（
同
）
、
矢
野
俊
子
（
沼
田
医

院
）
、
黒
木
良
子
（
岸
本
木
材
店
）
、

赤
木
チ
ヨ
ノ
（
ま
る
正
食
鳥
）
、
黒
木

シ
ヅ
エ
　
（
和
光
コ
ン
ヶ
り
一
・
＼
・
ブ
コ
一
・

ク
工
業
所
）
、
甲
斐
郁
男
（
旭
石
油
）

橋
口
雅
行
（
日
米
商
会
日
向
給
油
所
）

杉
本
信
子
（
泉
屋
旅
館
）
、
川
上
で
ツ

子
（
児
玉
テ
ン
ー
、
－
シ
ー
ト
工
業
所
）
、
興

椙
美
利
（
宮
崎
交
通
）
、
中
原
実
友
（

同
）
、
長
友
ヤ
ス
（
同
）
、
｝
政
庫
「

（
八
興
運
輸
）
、
田
隈
一
成
（
東
洋
開

業
）
、
河
野
幸
照
（
黒
木
　
士
碁
石
店
）

白
川
ム
ツ
子
（
同
）
、
古
田
豊
（
江
川

商
店
）
、
関
本
佳
男
（
同
）
、
松
木
正

信
（
日
産
工
業
V
、
河
野
佳
子
（
宮
崎

二
食
）
、
田
中
与
惣
吉
（
扇
興
運
輸
）

児
玉
岩
市
（
同
）
、
黒
木
毅
（
同
）
児

玉
房
雄
（
同
）
、
々
、
須
美
千
か
ず
（
日

向
衛
生
公
社
）
、
永
友
稲
夫
、
（
黒
田
石

油
）
、
黒
木
秋
義
（
日
向
製
錬
所
）
、

宮
崎
【
宣
（
同
）
、
佐
藤
志
津
子
（
相

互
造
林
）
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農
家
の
み
な
さ
ん
、
火
災
事
故
に
対

す
る
備
え
は
万
全
で
し
よ
う
か
。
一
日

約
五
円
の
掛
金
で
、
万
一
、
火
災
に
あ

っ
た
場
合
は
百
万
円
を
補
償
す
る
と
い

う
「
農
業
共
済
の
建
物
共
済
」
に
加
入

さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

※
わ
ず
か
な
そ
な
え
で
安
心
を

　
農
家
、
住
宅
、
畜
舎
、
納
屋
な
ど
、

ま
た
家
財
も
補
償
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
今
日
は
人
の
身
、
明
日
は
我
が

身
、
家
族
の
い
こ
い
の
場
所
で
あ
り
、

農
業
経
営
上
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
財
産
で
あ
る
建
物
、
家
具
類
を

万
一
に
備
え
掛
金
の
安
い
農
業
共
済
の

建
物
共
済
に
今
す
ぐ
加
入
し
ま
し
よ

う
。※
掛
金
補
償
は

■

日●

＝

●■

’

揖
金
は
一
口
十
万
円
に
つ
い
て
百
七
十

円
で
す
。
で
す
か
ら
十
口
加
入
の
百
万

円
補
償
の
場
合
は
、
千
七
百
円
を
支
払

え
ば
よ
い
わ
け
で
、
一
日
に
換
算
す
る

一
三

後
四
時
か
ら
一
年
間
補
償

さ
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ
、
冷

蔵
庫
、
家
具
回
転
、
5
ど
高
価

な
も
の
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
経
済
の
変
動
に
応
じ

て
時
価
い
っ
ぱ
い
に
加
入
し
ま
し
よ
う

※
加
入
方
法

　
み
な
さ
ん
の
部
落
の
推
進
委
員
宅
に

加
入
申
込
書
が
あ
り
ま
す
の
で
掛
金
を

　
、

そ
え
て
わ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
．
ま
た

市
役
所
農
林
課
共
済
係
へ
直
接
お
い
で

い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

　
・
A
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ
V

　
　
※
来
年
度
新
入
学
児
童
に

　
来
年
四
月
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童

の
父
兄
あ
て
に
市
教
育
委
員
会
か
ら
健

康
診
断
の
お
知
ら
せ
が
年
内
に
発
送
き

れ
ま
す
。
氏
名
や
生
年
月
日
な
ど
に
ま

ち
が
い
が
な
い
か
確
か
め
て
く
だ
き

い
、
わ
知
ら
せ
の
こ
な
い
と
き
は
電
話

で
も
け
っ
こ
う
で
す
か
ら
市
教
育
委
員

会
に
と
い
あ
わ
せ
く
だ
》
・
」
い
．
。

内

新刊

図書案

煮

　
日
向
市
立
図
書
館
に
、
つ
y
、
－
の
新
刊

図
書
が
は
い
り
ま
し
た
の
で
パ
、
・
へ
）
ご
愛

読
く
だ
さ
い
．
．

　
〔
児
童
図
書
〕
　
（
絵
改
）

　
お
ぷ
ろ
ぜ
い
す
｝
、
は
け
と
よ
・
よ

け
た
よ
、
お
お
㌻
、
・
な
き
が
ほ
し
い
、
ち

い
き
な
㌧
、
－
い
ろ
い
か
占
・
㌔
、
≒
－
み
ほ
’
や
二

，
つ
こ
　
、
　
、
。

》
・
フ
勺
「
1
2
〃
　
　
M

〔
児
童
図
書
〕
　
（
小
・
中
学
生
噸
、
、
｝
・
－
）

　
フ
ァ
…
プ
ゥ
昆
虫
記
（
八
巻
）
、
・
ン

・
ー
ト
ン
轍
物
記
（
八
巻
V
、
世
界
推
珂

文
階
、
r
全
果
（
一
ド
ド
巻
）
、
る
ば
ト
・
会
、
）

嗣
ぐ
ゆ
う
レ
い
作
　
誠
、
　
ジ
ロ
フ
ン
タ
ン
物

語
（
圭
）
、
恐
怖
の
第
一
．
卜
二
次
航
海

、
殿
様
に
・
調
う
し
く
、
雲
の
学
校
（
第

　
部
）
、
お
ば
け
∂
ト
ッ
カ
ビ
、
い
れ

ば
を
し
た
ロ
バ
の
話
、
ね
し
ょ
ん
べ
ん

…
，
の
が
た
り
、
た
∂
し
い
驚
明
教
室
、

　
〔
芸
　
術
〕

　
ア
メ
リ
山
、
の
グ
ラ
フ
ッ
』
／
デ
ぞ
！
・
ふ

一
（
四
）
、
水
墨
画
入
門
、
ノ
・
ビ
ン

．一

氏
|
－
、
ジ
艶
ン
ソ
ン
、
ロ
ッ
ク
点
日
楽

事
曲
ハ
、
入
形
劇
バ
ノ
ー
工
肖
、
、
潴
畳
佼
人
門

ハ
ン
ド
、
・
プ
ッ
〃
、
合
気
道
入
門

市
職
員
任
用
試
験
案
内

　
市
職
員
任
用
資
格
試
験
が
、
　
一
月
下

旬
に
実
施
き
れ
る
予
定
で
す
．
実
施
要

領
な
ど
は
［
月
ヒ
旬
に
は
発
麦
の
．
よ
．
覧

で
す
、

’
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ﾎ
以
上
は
医
療
費
が

無
料
に
な
り
ま
す

　
昨
年
1
0
月
1
日
か
ら
老
人
医
療
費
助

成
事
業
が
は
じ
ま
り
、
七
十
五
歳
以
上

の
お
と
し
よ
り
と
、
六
十
五
歳
以
上
の

ね
た
き
り
の
お
と
し
よ
り
が
医
療
を
う

け
た
場
合
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
一

時
自
己
負
担
金
を
支
払
い
、
あ
と
で
支

払
つ
た
金
額
を
助
成
す
る
し
く
み
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
た
び
の
老
人
福
祉

法
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
来
年
一
月
一

日
か
ら
年
令
が
七
十
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
（
ね
た
き
り
の
お
と
し
よ
り
は
六
十

九
歳
ま
で
〉
医
療
費
の
助
成
は
、
現
物

支
給
と
な
り
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
医
療
を
う
け
た
と
き
は
、

い
ま
ま
で
の
よ
う
に
窓
口
で
の
一
時
支

申
請
は
早
め
に
…
…

払
い
の
必
要
は
な
く
な
）
、
無
料
で
診

療
を
う
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
医
療
の
支
給
は
、
満
七
十
歳
に

達
す
る
誕
生
日
の
属
す
る
月
の
初
日
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
「
誕
生
月
の
前

月
ま
で
に
老
人
医
療
費
受
給
者
証
の
交

付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
」

　
な
お
、
社
会
保
険
な
ど
の
被
保
験
者

で
附
加
給
付
の
支
給
を
う
け
る
場
合
は

市
に
附
加
給
付
受
領
の
委
任
状
を
提
出

し
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
所
得

制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
詳
し
い
こ

と
に
つ
い
て
は
申
請
の
手
続
き
の
と
き

に
説
明
し
ま
す
。
申
請
手
続
き
に
は
、

印
か
ん
、
健
康
保
険
証
を
必
ず
ご
持
参

く
だ
き
い
。
　
〔
福
祉
事
務
所
厚
生
係
）

歳
末
た
す
け
あ
い

に
ご
協
力
を
〃
”

　
年
の
瀬
を
迎
え
、
病
気
や
生
活
に
困
っ
て
い
る
か
た
が
た
を
励
ま
し
、
少
し
で
も

明
る
い
正
月
を
迎
え
て
い
た
だ
く
た
め
、
十
二
月
一
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
、
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
、

塩
見
川
に
「
カ
モ

「
シ
ラ
サ
ギ
「

　
冬
に
な
る
と
塩
舅
大
橋
か
ら
下
冶
二
　
一
肉
、
モ
一
一
シ
ら

サ
ギ
」
が
い
ま
す
．
．
　
「
，
カ
モ
」
は
多
い
と
｝
．
－
に
は
百
羽
ち

か
く
も
群
を
な
し
て
泳
い
で
い
レ
’
帆
す
、
，
＝
の
一
ー
カ
エ
ニ
は

春
が
来
て
暖
か
く
な
る
と
遠
い
北
国
に
帰
：
ノ
、
寒
く
な
る

と
ま
た
塩
開
川
に
や
っ
て
き
ま
す
，
素
た
大
型
の
「
シ
ラ

サ
ソ
こ
も
も
数
羽
飛
来
し
て
き
ま
㌧
ヒ
　
市
民
み
る
へ
、
で

や
き
し
く
み
ま
も
っ
て
や
り
た
い
曇
り
、
ソ
，
・
す
，

誕
題
奄
追
っ
て
・
わ
だ
い
を
お
っ
て
・
ワ
ダ
イ
ヲ
オ
ッ
テ

　
ポ
ン
プ
積
載
車
を
購
入

　
日
向
市
消
防
本
部
で
は
、
こ
の
ほ
ど

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
由
ジ
三
台
（
一
台

七
十
五
万
円
）
を
購
入
し
、
第
一
分
団

第
三
十
一
部
（
草
場
）
、
第
「
分
周
第

二
部
（
本
谷
、
西
川
内
）
、
第
八
分
団

第
三
十
部
門
田
の
原
）
そ
れ
ぞ
れ
配
置

し
ま
し
た
．
こ
の
小
型
動
力
．
ボ
ン
．
フ
積

載
車
を
購
入
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
・
く

り
一
段
と
消
火
活
動
が
ス
ピ
ー
ド
ア
ー

プ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
、

騨
鍮
慧

〔
鷹
懲

　
難

縛
、
ダ
購

　
お
正
月
間
近

　
噛
窮
年
，
肖
一
姉
b
韮
、
．
の
〃
㌧
ノ
な
野
・

づ
く
り
が
市
内
で
始
キ
㌧
う
、
－
、
　
一
、
市

内
日
知
屋
曾
根
の
高
田
良
∵
．
き
∴
宅
で

は
一
家
を
あ
げ
て
取
り
・
組
－
・
～
て
い
・
二

す
、
し
め
な
わ
づ
・
〉
・
三
L
崇
と
い
・
「
．

柏
田
艶
・
」
ん
の
手
｝
、
・
ば
き
も
あ
y
．
・
や
か
に

数
種
類
甲
し
め
な
わ
が
で
｝
．
・
あ
が
っ
て

く
る
．
　
一
、
わ
た
し
の
し
め
な
わ
を
待
ハ
，

て
く
れ
る
人
の
た
め
に
・
も
が
ん
ば
ら
な

（
ち
マ
…
・
・
二

　
盛
会
だ
つ
た
文
化
講
演
会

　
日
嘱
市
文
化
祭
行
事
、
W
最
後
を
飾
る

文
化
．
講
演
会
よ
ト
⊥
月
二
卜
五
日
市
役

．
班
大
会
皇
室
「
、
・
行
な
わ
れ
ま
し
た
講

師
は
一
～
マ
日
曜
ジ
．
・
、
あ
り
が
と
う
」
な

吋
こ
の
作
　
家
’
．
」
あ
－
一
社
ム
云
評
払
燗
家
の
俵
伸
明

》L

E
さ
た
　
俵
ふ
、
、
ん
は
一
人
周
の
幸
福
を

考
え
る
し
と
題
し
て
自
分
の
体
験
談
、
実

生
活
な
ど
を
例
に
あ
げ
な
が
ら
講
演
．

会
場
い
’
ば
い
つ
め
か
3
た
観
客
は
熱

心
に
間
｝
、
－
人
づ
て
い
く
し
た
一
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秀
。
β
せ

◇
年
末
年
始
の
業
務
案
内

※
市
役
所
の
窓
口
は
、
十
二
月
二
十
八

　
日
で
仕
事
納
め
、
新
春
は
、
一
月
四

　
日
か
ら
で
す
。
証
明
、
申
請
、
届
出

　
な
ど
は
早
目
に
し
ま
し
よ
う
。

※
死
亡
届
は
、
市
役
所
玄
関
横
の
宿
日

　
直
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。
　
（
各
支

　
所
で
も
結
構
で
す
、
）

※
市
税
、
保
険
税
は
、
三
十
日
の
正
午

　
ま
で
指
定
金
融
機
関
の
窓
口
で
取
・
り

　
扱
い
ま
す
。

※
予
防
接
種
は
、
二
十
六
日
ま
で
、
四

　
十
八
年
は
、
一
月
九
日
か
ら
で
す
。

※
チ
リ
収
集
は
、
二
十
八
、
二
十
九
、

　
三
十
日
は
平
常
ど
お
り
、
四
十
八
年

　
は
一
月
五
日
か
ら
で
す
。

◇
工
業
統
計
調
査
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
通
商
産
業
省
で
は
、
十
二
月
三
十
一

日
現
在
で
、
昭
和
四
十
七
年
度
工
業
統

計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
毎
年
行
な
わ
れ
、
製
造

業
の
分
布
状
況
や
製
造
活
動
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
日
向
市
で
は
約
二
三
〇
事
業
所

が
調
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
調
査
に
あ
た
っ
て
は
県
知
事
か
ら
任

命
さ
れ
た
調
査
員
が
お
た
ず
ね
し
ま
す

が
、
お
答
え
い
た
だ
く
内
容
は
統
計
法

に
よ
っ
て
そ
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
統

計
目
的
以
斜
、
た
と
え
ば
税
金
徴
収
の

算
定
資
料
な
ど
申
告
者
に
不
利
益
と
な

る
よ
う
な
こ
と
に
は
い
っ
さ
い
使
用
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
心
配
な
く
あ
り
の

ま
ま
を
お
答
え
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
、

◇
保
育
所
の
入
所
児
募
集

　
市
福
祉
事
務
所
で
は
、
来
年
四
月
一

日
か
ら
入
園
（
所
）
す
る
保
育
園
（
所
）

児
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
ご
希
望
の
か
た
は
、
入
園
（
所
）
申

請
書
用
紙
を
福
祉
事
務
所
、
ま
た
は
も

よ
り
の
保
育
園
（
所
）
で
お
受
け
と
・
・
一

に
な
っ
て
、
募
集
期
間
中
に
福
祉
事
務

所
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
聞
1
1
昭
和
四
十
八
年
一
月
五

　
日
か
ら
一
月
三
十
一
日
ま
で
．
．

▽
募
集
人
員

▽
入
園

上
町
保
育
所
　
　
　
六
C
人

日
知
屋
保
育
所
　
　
六
つ
人

細
島
保
育
所
　
　
　
九
〇
人

正
念
寺
保
育
園
　
　
六
〇
立

塩
日
ズ
保
育
園
　
　
　
　
み
ハ
∩
｝
人

財
光
寺
保
育
園
　
　
六
〇
人

岩
脇
保
育
所
　
　
　
六
〇
人

美
々
津
保
育
園
　
　
六
〇
人

高
松
保
育
園
　
　
　
六
〇
人

　
　
　
　
　
計
　
五
七
〇
人

（
所
）
で
き
る
基
準

①
児
童
の
母
親
が
昼
間
家
庭
の
外
で
仕

　
事
を
す
る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る

絹
た
め
そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い

　
場
合
。

②
児
童
の
母
親
が
昼
間
家
庭
で
児
童
と

　
は
な
れ
て
日
常
の
家
事
以
外
の
仕
事

　
を
す
る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る
た

　
め
そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場

　
合
。
し
か
し
、
父
親
が
そ
の
仕
事
に

　
従
事
し
て
い
て
、
か
つ
、
そ
の
た
め
の

　
使
用
人
が
い
る
家
庭
は
除
か
れ
る
。

◎
母
親
の
死
亡
、
行
方
不
明
、
拘
禁
な

　
ど
の
理
由
に
よ
り
母
親
が
い
な
い
家

　
庭
の
場
合
。

④
母
新
が
出
産
の
前
後
で
あ
っ
た
り
、

　
病
気
で
あ
っ
た
り
、
心
身
に
障
害
が

　
あ
っ
た
り
す
る
の
で
、
そ
の
児
童
の

　
保
育
が
で
き
な
い
場
合
．
．

⑤
児
童
の
家
庭
に
長
期
に
わ
た
り
、
病

　
人
や
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
が
あ
る

　
た
め
、
母
親
が
い
つ
も
そ
の
看
護
に

　
あ
た
っ
て
お
り
、
児
童
の
保
育
が
で

　
き
な
い
場
合
。

㊦
火
災
や
風
水
害
、
地
震
な
ど
の
不
幸

　
が
あ
り
、
そ
の
家
屋
を
失
っ
た
り
破
．

　
損
し
た
た
め
、
そ
の
復
旧
の
閤
、
児

　
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
ム
r
。

　
た
だ
し
、
¢
か
ら
⑤
ま
で
の
場
合
で

そ
の
家
庭
の
母
親
以
列
の
人
が
児
童
の

保
育
が
出
来
る
場
合
は
除
か
れ
ま
す
。

◇
入
所
生
を
募
集

　
旧
爪
身
体
障
盈
口
常
総
ム
ロ
福
…
祇
セ
ン
々
1

で
は
、
身
詰
障
害
者
の
更
生
訓
練
施
設

入
所
生
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
て
い

ま
す
．
．

　
こ
の
施
設
は
、
身
体
障
害
者
（
主
と

し
て
肢
体
不
自
由
者
）
を
入
所
、
ま
た

は
通
所
き
せ
て
、
社
会
復
帰
を
促
准
ず

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
と
適
姓
に

応
じ
た
専
門
的
な
訓
練
．
及
び
指
導
を
行

な
い
ま
す
。

一、

蜿
W
人
員
及
び
訓
練
内
容

　
ω
機
能
回
復
訓
練

ω
授
産
生
時
計
科

　
　
　
　
　
事
務
科

　
　
　
　
　
洋
服
科

　
　
　
　
　
洋
裁
科

　
　
　
　
　
義
肢
科

　
㈲
通
所
生

一一

A
入
所
資
格

五
〔
．
入

　
五
人

　
五
人

　
五
人
一
〇
入

　
五
人

　
若
干

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
も
つ
て
い
る
人

で
更
生
訓
練
を
必
要
と
し
、
ま
た
更
生

意
欲
が
あ
る
者
。
た
だ
し
、
精
神
障
害

者
及
び
伝
染
性
疾
患
の
者
は
除
き
ま

す
．三

、
入
所
期
間

　
一
年
を
原
則
と
し
ま
す
が
、
と
く
に

必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
延
長
し
て
訓

練
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．
一

四
、
入
所
の
手
続

　
入
所
を
希
望
す
る
者
は
、
つ
y
・
・
の
書

　
類
を
市
福
祉
事
務
所
に
提
出
し
て
（

　
だ
さ
い
ゆ

　
ω
入
所
願
書

　
㈲
健
康
診
断
書
（
保
健
所
又
は
公
立

　
　
病
院
の
も
の
）

五
、
募
集
期
日
及
び
選
考

　
ω
願
書
締
切
日

　
　
昭
和
四
十
八
年
一
月
二
十
日

　
㈲
選
考
日
及
び
場
所

　
　
二
月
中
旬
の
予
定
（
仁
人
あ
て
通

　
　
知
す
る
．
）

甲
乙
、
ヴ
て
の
他

ω
入
所
後
の
訓
練
に
要
す
る
費
用
は

　
い
り
ま
せ
ん
。

㈲
入
所
者
は
、
通
所
生
を
除
き
、
寮

　
で
生
活
し
ま
す
。
　
（
寝
具
不
用
）

圖
入
所
者
の
食
費
は
、
実
費
（
七
、

　
四
〇
〇
円
）
を
徴
収
し
ま
す
。
た

　
だ
し
、
福
祉
事
務
所
が
食
費
の
負

　
担
能
力
が
な
い
と
認
め
た
・
も
の
は

　
免
除
さ
れ
ま
す
。

ω
そ
の
他
不
明
の
点
は
、
市
福
祉
事

　
務
所
に
お
尋
ね
く
だ
｝
．
、
い
。

◇
入
寮
生
募
集
中

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
千
葉
市
稲
毛

台
町
十
五
番
十
五
号
に
あ
る
財
団
法
人

日
向
育
英
会
学
生
寮
の
入
寮
生
を
募
集

，
し
て
い
ま
す
．
一

　
諸
費
は
、
入
寮
権
利
金
三
千
円
、
寮

費
月
三
千
八
百
円
、
食
費
月
六
千
円
で

す
、
、
募
集
人
員
は
、
十
五
名
で
す
の

で
、
入
寮
ご
希
望
の
か
た
は
早
目
に
市

教
育
委
員
会
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
き

〃〃∠人　口町伽盈

i婁i膿1嬬1

こ計…196人1・5べ

、世帯数　　　　　　悔
葱13・985　・5轡
鴨」5’．．’r’／ド’1；’．’r’ドノ


	若い力

	急ピッチの公共事業
	衆議院議員選挙の投票率―前回を上回る好成績

	海の特急「カーフェリー」の防災訓練

	歳末防犯で明るい新年をむかえよう

	優良従業者を表彰―あわせて新卒者も激励

	五円で百円の補償―農業共済の建物共済
	七十歳以上は医療費が無料になります
	塩見川に「カモ」「シラサギ」
	ポンプ積載車を購入
	お正月間近

	盛会だった文化講演会
 

